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              世界農業遺産シンポジウムの開催 

 

（報道概要） 

 世界農業遺産(GIAHS)とは、国連食糧農業機関（FAO）が世界的に重要

な農業システムを認定する仕組みです。にし阿波地域では、古くから斜度

30度を越える急傾斜地において、風雨による土壌流亡を防ぎ、持続的な土

地利用を可能にするためのユニークな農耕システムが営まれてきました。

本学は平成26年度より、にし阿波（つるぎ町・三好市・美馬市・東みよし

市）にみられる傾斜地農耕システムを世界農業遺産に登録するために支援

をおこなってきました。今回のシンポジウムでは、世界農業遺産プログラ

ムが開始された背景や趣旨および世界や日本での取り組み事例を検討しな

がら、にし阿波地域で培われてきた在来農業の特徴や可能性を再発見しま

す。そして在来農業を地域社会さらには人類全体の未来をひらく資源とし

て活用していくための可能性や課題について考えます。 
 
タイトル：「世界農業遺産の思想と実践」 
日時：2016.3.11（金）13:00-16:10 
場所：常三島けやきホール 
講師：武本直子（FAO駐日連絡事務所）、イヴォーン・ユー（国連大学）、

内藤直樹（徳島大学） 
パネリスト：武本直子（FAO駐日連絡事務所）、イヴォーン・ユー（国連

大学）、小泉靖雄（西渕農業加工研究会）、内藤直樹（徳島大学） 
参加予約：要（入場無料） 
詳細・プログラム：別添資料をご参照ください。 
お問い合わせ：つるぎ町役場商工観光課 
 
 
 
 

徳島大学と徳島剣山世界農業遺産推進協議会は、にし阿波地域でおこ

なわれてきた在来農業の世界農業遺産登録と保全・活用をめざしたシ

ンポジウムを開催します。 

お問い合わせ先 

部局名 総合科学部 

責任者 内藤直樹 

担当者 内藤直樹 

電話番号 088-656-7141 

メールアドレス naito.naoki@tokushima-u.ac.jp 
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